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「
寒
さ
に
負
け
ず
、
温
か
い
言
葉
を
贈
ろ
う
」

先
日
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収
、
お
寒
い
中
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「
今
年
は
、
寒
い
で
す
ね
。
」
と
い
っ
た
言
葉
が
飛
び

交
う
中
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
欠
席
す
る
児
童
も
多
く
、
六
年
三
組
（
一
月
二
十
四
日
～

二
十
六
日
）
・
二
年
二
組
（
二
月
二
日
）
が
学
級
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。
福
岡
県
は
特
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
い
、
ま
だ
ま
だ
予
断
は
許
せ
ま
せ
ん
。
換
気
・
手
洗
い
・

う
が
い
・
マ
ス
ク
着
用
・
十
分
な
睡
眠
等
、
注
意
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
様
も
、
体
調
を
壊
さ
れ
ま
せ
ん

よ
う
に
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
一
月
二
十
日
に
実
施
し
ま
し
た
「
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
」
は
、
学
級
委
員
さ
ん

を
中
心
に
各
学
年
と
も
に
、
と
て
も
充
実
し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
四
年
生
の
「
二
分

の
一
成
人
式
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
、
生
ま
れ
て
十
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
家
族

や
自
分
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
実
感
し
、
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
し
っ
か
り
述
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
方
か
ら
、
「
子
ど
も
た
ち
の
言
葉
に
心
も
体
も
ポ
カ

ポ
カ
で
す
。
今
日
は
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
」
と
い
っ
た
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た
感
謝
の
言
葉
、
「
お
つ
か
れ
さ
ま
」
と
い
っ
た
相
手
を
思
い
や

る
言
葉
は
、
言
わ
れ
た
人
は
、
勿
論
、
言
っ
た
人
も
元
気
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
温
か
い

言
葉
を
た
く
さ
ん
贈
り
合
い
、
寒
い
二
月
を
乗
り
切
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

尚
、
一
月
二
十
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
学
校

か
ら
の
周
知
が
十
分
で
な
く
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
が
二
十
名
と
い
う
結
果
で
し
た
。

配
付
資
料
だ
け
で
は
、
十
分
に
内
容
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

今
後
も
機
会
を
設
け
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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「
嘉
穂
東
高
等
学
校
の
英
語
科
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
」

一
月
二
十
五
日
、
福
岡
県
立
嘉
穂
東
高
等
学
校
英
語
科
の
二
年
生
三
十
八
人
の
皆
さ

ん
が
本
校
の
六
年
生
と
四
年
生
の
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
四
年
生
は
「
二
分
の
一
成

人
式
で
将
来
の
夢
え
を
伝
え
よ
う
」
、
六
年
生
は
「
小
学
校
の
思
い
出
を
伝
え
よ
う
」

の
学
習
を
行
い
、
英
語
を
使
っ
て
自
分
の
夢
や
思
い
出
を
伝
え
合
い
ま
し
た
。
最
初
は
、

子
ど
も
た
ち
も
大
変
緊
張
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
次
第
に
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、

英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

本
校
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
日
頃
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

す
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
高
校
生
に
よ
る
英
語
劇
を
観
て
、

子
ど
も
た
ち
は
、
英
語
の
発
音
の
よ
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
六
年
生
は
、
進
路
選
択
に
あ
た
り
、「
何
故
英
語
科
を

選
ん
だ
の
か
、
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
勉
強
を
し
て
い
る
の
か
。」

等
を
質
問
し
、
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

「
み
や
わ
か
広
報
」
の
方
も
取
材
に
来
ら
れ
、
三
月
号
に
は
、

こ
の
取
組
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
Ｅ
ウ
ィ
ー
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

先
日
実
施
し
ま
し
た
Ｅ
ウ
ィ
ー
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
、
二
百
二
十
三
枚
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回
収
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
護
者
の
皆
様

の
意
見
や
感
想
を
本
紙
裏
面
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
意
見
を
基
に
、

今
後
の
学
校
経
営
・
教
育
活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
の
学
校
の
教
育

活
動
に
つ
い
て
の
ま
と
め
（
評
価
）
を
三
月
の
学
校
通
信
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
二
月
・
三
月
の
主
な
行
事
の
お
知
ら
せ
」

○
小
学
校
入
学
説
明
会

二
月
十
六
日
（
金
）

午
後
二
時
～

※
中
学
校
入
学
説
明
会

二
月
九
日
（
金
）

午
後
二
時
～

○
六
年
生
を
送
る
会

二
月
二
十
六
日
（
月
）
九
時
四
十
五
～
十
一
時
三
十
五
分

お
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
第
一
回
卒
業
式

三
月
十
六
日
（
金
）

十
時
開
式

※
中
学
校
卒
業
式

三
月
九
日
（
金
）

十
時
開
式

○

修
了
式

三
月
二
十
三
日
（
金
）
八
時
五
十
五
分
分
～

「
こ
ん
な
言
葉
が
、
温
か
い
」

○
「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
」

○
「
す
ご
い
ね
、
頑
張
っ
て
、
や
れ
ば
で
き
る
ね
」

○
「
今
日
も
会
え
て
嬉
し
い
よ
。」

○
「
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
る
ね
。」

○

「
そ
の
笑
顔
を
見
る
と
、
元
気
に
な
る
よ
。」

４年生との交流

６年生との交流
高校生を相手に、小学

校の思い出を英語で伝え
ました。また、進路につ
いての質問もたくさん出
されました。
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＜本校の教育や小中一貫としての施設等について＞

○ 恵まれた環境にとても感謝しています。

○ 英語の授業を初めて見せていただきましたが、子どもたちの理解度の高さや発音のよさに驚きました。国の指定校とし

て英語教育は今年度までですが、来年度以降もレベルを落とすことなく継続していただけることを保護者として望んでい

ます。

○ ２分の１成人式（４年生）に参加させていただきました。子どもたちはもちろんですが、先生、学級委員のお母様方の

準備のおかげでとても感動する式でした。感謝です。この日の子どもの発表に向けて、家でも母子手帳や写真を見ながら、

この１０年間を子どもと一緒に振り返ることができ、良い時間を過ごせたことも感謝です。本当にありがとうございまし

た。

○ クラス全体が楽しく和気あいあいと、真剣に授業に取り組んでいると、とても感心しました。また、郷土愛が深まるよ

うな親子ふれ合い活動（３年）ができ、きっと子どもたちが大きくなったときにふる里が好きだと言える心が育まれるよ

うなとても素敵な内容でした。一緒に活動できて良かったです。

● 人が話をしているときに、静かに聞くよう指導してほしい。

◆既に担任から指導を行っていますが、今後も引き続き指導をしていきます。

＜コミュティスクール説明会について＞

○ 地域とのつながりが深い小学校から、新しい小学校になり、失うものがあるのではないかと心配していました。コミュ

ニティスクールの取組を知り、大変興味があり、素晴らしいことだと思いました。少しでも早く取り組むことで、旧小学

校区ごとのつながりを失わず、続けられるのではと期待しています。

○ 子どもの数が減り、保護者を窓口にした学校と地域のつながりには限界があるので、コミュニティスクールというかた

ちで地域と学校、子どもたちがつながるのはとても良いと思いました。資源回収や交通安全活動もコミュニティスクール

の組織を利用することで広い校区でもスムーズに地域性を活かして続けていけるのではないでしょうか。

● 説明会を行う日時の工夫が必要であった。

◆入学説明会やＰＴＡ理事会、ＰＴＡ総会等で周知を図っていきます。今年度中に説明資料を配付いたします。

＜その他＞

● インフルエンザが流行している時期に、人がたくさん集まるような行事は、やめてほしい。

◆ 学級閉鎖までには至っていなかったので、予定通り親子ふれあい活動等を実施しましたが、行事の実施時期は慎重

に検討します。現在、小中で次年度の行事予定を作成中です。ＰＴＡ行事も含め、再編１年目ということで、予定外

の行事が入り、ご面倒をおかけしたことと思います。インフルエンザや台風等でやむなく予定を変更することもある

かと思われますが、主な年間行事予定については、４月にお知らせします。

● 今までのようにＥウィーク中の時間割は、事前に配付してほしい。
◆ これまでのように事前に配付を行います。

● 子どもの持ち物をはじめ、「学校のきまり」を徹底してほしい。変更のある場合は、お知らせしてほしい。
◆ 確かに、持ち物や髪飾り等、華美になりやすいようです。既に子どもたちには指導をしていますが、引き続き指導を
します。

１月のＥウィークアンケート結果から、
保護者の皆様の意見や感想を紹介します。

○ 自分からあいさつしてくれる子ども（特に中学生）が何人もいて気持ちよかったです。

● もう少しあいさつがあるとよいと思います。特に高学年ほどしていません。中学生もほぼしません。

中学生には、 もっと手本になってほしいです。そうすれば、もっとよい学校になると思います。

◆ 小中ともに学校全体として、あいさつができていないと言えます。引き続き指導をします。

６年生が、「進んであいさつができる宮若西小」を学校文化として残そうと、卒業記念活動に取り組みます。

○ 整理整頓がされていて、普段から掃除に力を入れてやっているんだと思いました。

● 階段や廊下のゴミの散らかりが目立ちます。人数も増え、掃除時間まで子どもたちの指導は厳しいかと思いますが、

もう少しきれいな状態であればと思います。

◆ 確かに、廊下や階段下、手洗い場、トイレ等は、汚れが目立ちます。特に気をつけて掃除をしていきます。

その他にも、スクールバスに関するご意見等も書いていただいています。 書いていただいた内容については、

関係機関とも協議しています。変更等がありましたら、お知らせいたします。


